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(1) 

本市の人口

〈昭和52年 4月1日現在)

人 口 総数 196.688人

男 95.840人

女 100.848人

帯 数 62. 672世帯

lJ周航眠ヲ〈括審判
世

三
月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
m
拠
出
さ
れ
た
特
別
職
の
給
料
改
定
条
例
等

f
内
件
、

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
十
二
件
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
五
十
一
年
度
補
正
予
算
六
件
、
巾
泊
路
線
の
認

定
等
六
件
、
教
育
委
員
の
任
命
等
人
事
案
件
四
件
の
計
四
十
二
件
壱
当
局
以
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
金

峰
前
山
思
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会
の
補
欠
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
さ
ら
に
議
員
提
案
に
よ
る
意
見
方
一
併
の
提

出
を
決
め
、
三
月
二
十
九
日
に
、
二
十
二
日
間
に
わ
た
る
会
期
を
終
っ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

3月定例会

五
十
一

176億 8.484万7千円

157億 9.30 6万 5千円

334億 7， 7 9 1万 2千円

昭和52年度甲府市予算額

一般会計

特別会計

総額
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一
年
度
予
算
決
ま
る

3月定例会日程

3月 8日開会 提案型由説明

9日 議案調査のため休会

10 日 ~11 日 本会議

質疑及び市政 d 般質問

12日 本会議質疑及び市政一般質問

条例予算特別委員会設置

各委員会付託

13日 休会

14日 各常任委員会

15日 本会議各常任委員長報告

金峰前山組合議会の補欠議員選挙

26 日 ~26 日 条例、予算特別委員会

27日-28日 休会

29日 本会議各特別委員長報告

閉会

人

間

尊

重

生

活

優

先

の
市
政
を
推
進

三
月
定
例
会
に
拠
出
さ
れ
た
、
昭
和
一入
佐
等
の
給
料
、
調
会
の
鴻
凸
報
酬
な
一読
す
る
た
め
の
卦
倒
、
予
骨
向
特
別
妥

一
五
十
二
年
度
甲
府
市
一
般
企
計
並
び
に
一ど
に
つ
い
て
、
そ
の
限
貨
の
盟
裂
性
一口
会
を
三
月
十
三
日
に
設
置
し
、
十
六

一
各
特
別
〈
許
予
算
は
、
財
政
の
醍
邸
化
一並
び
に
矧
似
都
市
と
の
向
官
等
を
勘
案
一日
か
ら
三
十
五
日
ま
で
市
舟
な
審
議
を

一
皇

軍

の

鋭

化

、

盟

主

に

よ

了
て
改
定
し
ょ

Zす
る
も
の
、
大
中
一行
い
ま
し
た
e

↑そ
の
ほ
か
の
各
特
製
品
予
算
及
び
晶
一
件
な
ど
に
つ
い
て
は
、
官

Z常
任

一また、

進

出

島

県

有

則

産

保

一人
主
件
四
季
追
加
護
さ
れ
、
教

一
る
霊
的
経
費
の
遣
な
ど
酷
し
い
状
一規
車
産
舗
の
出
等
に
伴
う
既
存
一
そ
の
結
果
、
票
日
の
ご
十
九
日
の
一
例
架
空
一
奇
襲
に
つ
い
て
は
、
全
一
斉
会
に
付
託
さ
れ
、
十
四
日
に
亘
書
合
去
の
補
欠
警
の
撃
で
は
一
育
委
民
主
口
の
う
ら
奈
敏
夫
氏
に

一
況
下
の
中
で
も
前
年
度
に
引
き
H
き
「
一小

室

Z詰
雪
国
る
た
め
の
大
一本
会
離
に
お
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
度
真
理
く
当
日
原
提
の
と
お
り
民
一
番
手
行
わ
れ
十
五
日
の
本
会
議
で
一拍
車
選
に
よ
り
、
下
部
町
久
保
同
一つ
い
て
は
、
霊
童
で
、
ま
た
普

一
世

話

貫

」、
福
祉
の
向
と」
、「
生
一選

草

原

語

仰

の

山

広

告

伴

一
一
般
会
肘
予
算
に

つ

い

て

は

、

修

正

乏

し

ま

し

た

。

一

い

ず

れ

も

当
句
集
の
と
お

η処
理

一判
官
が
当
選
し
ま
し
た
。

一寄
付
金
言
語
研
氏
、
担
定
評

一
活
環
境
の
器
」
、
「
都
市
叫
盤
の
器
一長
京
芸
の
帰
国
封
書
金
融
資
一べ
き
で
あ
る
と
し
て
間
保
さ
れ
た
少
数
一
芝
、
昭
和
五
十
一
年
度
関
係
で
は
一く
説
し
ま
し
た
。

一
今
議
会
で
の
一
般
口
問
で
は
、
十
日
一需
主
貝
毒
口
中
山
武
氏
、
公
平

一
と
霊
振
興
」
、
「
直
サ
ー
ビ
ス
の
向
一詳
条
例
制
定
に
つ
い
て
、
市
民
ス
ボ
一恵
見
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
採
決
て
雲
監
ひ
下
水
道
、

E
m互
な
お
、
同
日
の
さ
苦
闘
に
は
、

一か

Z
E
E-百
問
に
わ
た
っ
一君
主
白
石
川
元
室
、
量
司
氏

一
上
」
左
と
し
、
一
般
会
計
、
各
特
別
一

lyZ興
し
、
市
民
の
心
身
の
健
全
一の

題

、
農
多
数
で
、
ま
た
腕
企
の
一場

、

豊

語

、
病
院
、

水
君
主
昨
年
十
一
一
月
定
例
会
に
お
い
て
、
苦
一て
主
日
重
苦
代
表
し
て
行
い
一の

各

氏

室

長

壁

三

原

曜

の

一
会
計
総
塑
一一
雪
一
平
山
出
量
え
る
予
算
一な
宵
成
富
る
た
め
の
甲
府
市
震
安
否
民
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
一笑
許
の
補
正
予
算
、

J
70
に
市
借
住
一
提
出
来
に
よ
り
提
出
さ
れ
て
い
た
「
甲
府
一予
算
の
内
容
、
農
業
問
題
、
地
方
酎
政
一

一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
e

一千
ツ
広
場
揖
例
制
定
に
つ
い
て
な
ど
一る
条
例
改
正
並
区
特
別
普
賢
で
一芸
例
の
一
部
改
正
、
粗
大
正
処
理
一市
小
売
商
業
活
動
の
霊
に
附
す
る
長
一間
図
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
に
謀
が
一と
お
り
同
窓
し
ま
し
た
『

一

ま
た
揖
例
在
、
特
別
収
の
自
の
一主
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一誌
の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
揖
富
一豊

姐

聖

書

量

的

の

霊

契

約

一倒
制
定
に
つ
い
て
」
の
盟
主
認
し
一集
中
し
ま
し
た
@

一
ま
た
、
朝
鮮
の
自
主
的
平
和
統
一
の

一
う
ち
常
勤
で
あ
る
塁
、
助
産
車
一
き
で
は
こ
れ
ら
の
重
要
喜
一正
の
二
課
に
つ
い
て
も
貸
雲
監
で
、
石
持
に
つ
い
て
、
市
辺
監
の
認
定
三
一ま
し
九

一
さ
ら
に
、
差
倒
産
官
民
、
一
促
苦
悶
す
る
窓
男
声
器
用
大

一
泊

E
w
-
-自

由

国

防

忠

則

出

l
t刷り
仲
間
内
初
出
品
目

t
i
t
t団
組

5
4自

問
、
A
司
自
問
団
配

J
jeETM-mu
i
N
j
!一

臣
ほ
か
持
関
係
官
拠
出
す
る
こ
と

一

昭
和
五
十
二
年
度
予
算
編
成
に
つ
協
力
を
賜
わ
り
た
い
。
成
、
持
動
関
誌
の
開
設
を
図
る
e

ま
た
、
新
た
に
私
立
書
所
富
男
器
禁
ぷ
町
長
、
効
率
的
事
業
に
盟
す
る
器
開
発
事
玄
め
、
す
べ
て
の
議
苦
手
し
ま

一
い
て
は
、
私
の

一
位
し
た
政
策
理
念

4
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
高
め
て
き

社
会
体
育
は
、
小
潮
ス
ポ
ー
ツ
型
児
保
育
の
助
成
制
度
の
改
定
雪
竹
処
盟
が
儲
保
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
市
の
般
市
在
百
申
告
注
ぐ
。
ま
た
、
都
市

一し
た
e

一
で
き
「
命
霊
、
生
活
恒
先
」
た
霊
サ
ー
ビ
ス
の
益
率
持
し
公
閣
の
第
二
則
前
面
に
撃
す
る
と
い
、
さ
ら
に
民
盟
育
所
聖
書
民
の
協
力
毒
て
、
持
別
収
集
を
万
の
面
的
需
で
あ
る
丸
中
地
区
再
開

一

少

数

意

見

め

よ

一
を
整
会
議
と
し
て
、
「
人
間
郡
市
な
が
ら
、
市
民
生
活
を
守
る
た
め
、
と
も
に
町
民
ス
ポ
ー
ツ
広
聞
き
姐
訟
の
助
成
を
而
引
き
続
き
実
施
し
児
唖
伺
式
化
し
早
期
に
実
施
す
る
。
下
落
出
発
事
志
、
地
元
の
間
以
川
町
組
合
設
立

一

一

一
え
も

~

留
~
保

一
甲
府
」
づ
く
り
を
越
本
山
川
市
凶
と
受
削
年
度
に
引
き
続
き
教
訓
川の
U

誌
を
し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
仮
興
事
通
じ
て
祉
の
増
準
高
る
。

f
m
M、
昨
年
末
第
四
期
山
下
特
許
闘
を
訓
極
的
に
働
き
か
げ
単
則
的
マ
ド
戸
を
一
色

4
3
1
J

一
け
と
め
目
線
に
向
い
積
極
的
に
推
進
は
じ
め
と
す
る
次
の
四
項
目
営
主
鹿
市
民
忽
織
の
擁
主
体
問
の
向
ー
を
救
急
医
師
問
慣
は
、
新
た
に
問
問
が
認
可
さ
れ
た
の
で
き
一
崩
事
業
と

μ
指
す
@
街
路
容
な
、
融
制
地
行

↑
腹
案
第
四
号
昭
和
五
十
二
年

一
す
る

a
Zに
本

語

、

市

民

普

通

努

性

と

し

て

市

躍

進

に

お

望

。

地

区

救

急

援

セ

ン

タ

ー

を

苦

し

併

行

し

て

推

進

す

る

。

児

島

組

に

つ

い

て

益

す

る

。

亙
甲
府
市

一
般
会
計
予
算

一
の
震
で
あ
る
シ
ピ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
力
す
る
。

福
祉
の
向
よ

允

事

望

。

俳

せ

て

市

立

控

ま

た

、

生

前

水

路

雲

市

自

室

長

対

策

は

、

中

小

企

業

者

一H

官
官
及
び
特
別
聡
の
報
酬
引
」
げ

一
策
定
と
と
も
に
長
期
総
合
計
画
書
教
育
の
掻
興

市
民
福
祉
向
ト
の
た
め
に
、
引
会
主
出
第
一
一
監
を

E草
川
器
も
頂
点
的
に
詰
す
る

f
の
不
況
を
語
し
、
芸
主
主

一は
、
あ
る
程
度
や
む
を
得
な
い
が
、
当

一
民
事
に
よ
り
改
定
し
、
財
政

喜

善

施

設

は

、

E
朽
校
舎
の
基
福
祉
協
級
会
の
協
力
を
の
て
、
市
民
す
る
e

査
誌
は
、
県
市
共
同
警
の
荒
問
る
た
め
司
堂
開
施
策
を
も
っ

一時
の
主
で
あ
る
苦
(
一
回
・八
旬
)

一

合
的
、制

誌

な

市

政

を

執

行

す

る

。

川

タ

ム

盟

主

の

進

出

に

酔

せ



に
つ
い
て
訴
え
、
ご
理
解
事
得
た
い
と
一
間
悼
の
放
漫
な
行
政
執
行
に
よ
っ
℃
生
一
い
る
。
本
市
に
お
け
る
老
人
が
自
立
し
一
る
が
、
今
後
、
国
・
岬
等
の
援
助
を
得
一盛
備
や
、
問
問
早
町
を
経
由
し
て
の
企
陣
一事
投
入
、
事
推
の
促
進
を
は
か
っ
てい

考
え
て
い
る
。
勿
論
、
周
に
対
す
る
要
一じ
た
も
の
で
は
な
い
と
信
じ
て
い
る
。
一
て
生
活
で
き
る
就
骨
施
策
に
つ
い
て
一る
な
か
で
前
向
者
に
検
討
し
、
老
人
工
一山
登
山
道
の
感
情
、
指
導
療
の
増
援
を
一る
。
一
方
固
に
お
い
て
も
穂
糊
掛
水
犠

精
に
つ
い
て
全
国
市
長
会
等
の
組
闘
を
一
市
民
生
需
を
守
る
た
め
、
苦
し
い
同
一は
、
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
一場
設
立
を
実
現
の
方
向
で
努
力
す
る
。

一行
い
、
登
山
道
、
観
光
客
の
安
全
確
保
一場
の
第
一
期
工
事
を
本
年
四
月
中
旬
に

通
じ
て
今
固
ま
で
強
力
に
運
動
し
て
き
一
政
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
、
市
民
と
と
も
一

一を
し
な
が
ら
宣
伝
に
も
力
を
入
れ
た

一完成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

た
が
、
今
後
と
も
更
に
努
力
し
て
ま
い
一に
、
年
次
計
画
に
よ
り
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
一

A
経

済

問

題

V

一ぃ
。
ま
た
渇
村
温
泉
郷
に
つ
い
て
は
、

一
従
っ
て
、
本
年
の
雨
期
を
む
か
え
て

り
た
い
。
モ
の
手
段
が
消
極
的
で
あ
る
一
ク
ト
に
取
り
組
む
担
意
で
あ
る
。
一

一面村
山に
造
成
中
の
遊
歩
道
を
五
十
二

一の
円
水
排
除
対
策
に
つ
い
ては、協
調水

一と
の
こ
と
だ
が
、
む
し
ろ
告
書
的
一
ま
た
、
置
を
高
め
る
乙
と
に
よ
っ
一
大
規
模
小
売
店
舗
対
策
は

一年
に
は
完
成
さ
せ
、
子
君
主
主
一
慢
の
震
が
十
分
に
売
警
れ
る
も
の

一だと
考えている。

一て
自
己
財
甑
の
確
保
に
あ
た
り
た
い
。
一
-

一る
温
泉
地
と
し
、
そ
の
他
、
武
田
史
蹟
一と
思
わ
れ
る
。
今
後
も
期
成
同盟会
等

一
芸

、
地
方
財
政
の
硬
直

化

は

、

自

一

一

関

車
線
小
書
締
対
策
に
つ
い
一資
完
ぃ
、
指
揮
、
憲
章
さ
ね
な
す

8
7
2需
苦
行
い
、
埋
も
一の
協
力
を
得
て
促
進
し
て
い
き
た
い
・

一

I
l
l
i
-
-
ri
-
-
-ー

一
て
伺
い
た
い
@
一
言
葉
置
を
は
か
り
、
大
規
製
庖
一
れ
て
い
る
観
光
施
設
を
世
に
出
す
対
策
一

一

一

答

大
規
線
小
売
庖
舗
に
つ
い
て
は
一舗
出
庖
に
対
す
る
対
策
を
し
て
い
き
た
一も
牌
じ
て
い
き
た
い
・

一

農

協

合

併

積

一

A
福

祉

問

題

V

一現
在
の
自
由
経
済
下
に
お
い
て
、

Zい
.

一
な
お
、
震
に
つ
市
て
は
、
観
光
キ

一

極

的

に

推

進

一

訪

問

看

護

回

年

度

か

ら

実

施

一

刊

誌

州

民

同

盟

荒

川

ダ

ム

霊

に

一転

持

同

h
M
M
u
u一
間
農
協
合
併
に
つ
い
て
は
、
章

一間

訪
問
霊
制
度
森
重
か
ら
一
答
老
人
の
苦
が
い
封
筒
号
、
一
請
を
策
定
し
、
商
業
活
動
に
つ
い
て
一
伴
う
観
光
開
発
は

一重
罪
い
た
い
e

一協
合
併
叉
は
八
農
協
合
併
が
撃
さ
れ

申
告
号
針
は
五
十
=
一
年
度
一えで
の
重
重
で
あ
っ
て
、
昭
和
L
毒
さ
れ
る
が

4
2
2富
一て
は
、
老
人
議
す
る
だ
げ
し
一
語
話
回
同
信
一問

需
ダ
ム
襲
に
伴
う
観
商
工
場
産
業
育
成
の
た
一
抗

議

伐

町

民

間

れ

ま
で
で
あ
り
、
草
野
車
震
の
一
士
一
年
長
け
る
妻
し
い
告
を
一
内
容
に
つ
い
て
一
罰
さ
れ
た
い
・
て
い
た
わ
り
の
中
に
も
実
喜
一
品
目
震
の
需
と
中
小
小
売
書
官
官
石
町
一
月
刊
誌
一
め
公
害
防
止
対
策
を

一色
の
き
行
わ
れ
る
が
、
合
併

話

U
U
許

一

軒

先

日

十

訪

日

沼

野

町

高

知

リ

リ

時

十

日

程

一

日

間

山

口
1
れ

れ

ば

一

諮

問

諸

島

7
るがどうか。

一
間
研
鹿
襲
警
工
場
か
ら
排
出

一説

郡

山

口

説

得

山

間
長
期
総
合
計
画
は
、
い
つ
ご
ろ
一
害
事
J

方
針
を
策
定
し
、
根
幹
一長
期
総
書
困
皇
室
器
中
一は
、
霊
的
に
ま
官
霊
の
向
上
を
一
い
る
。
長
に
は
、
新
年
度
草
々
に
一原
、
語
に
貫
工
場
叡
基
考
え
て
一
ま
た
は
特
別
謀
者
度
に
よ
る
融
一
答

新
し
い
要
望
し
て
、
完

-i
z喜

止
請
に
つ
い
て

一
:

襲

撃

事

員

会

主

三

部

長

野

一

諮

言

語

一

言

時

3
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目

立

日

E
E〓

ー

一

日

以

許

諾

2315%諮

問

問

問
A
U
h
h
f

z
Eの

霊
的
諸
雲
は
何
か
一
長
期
総
合
計
圃
主
主
時
点
で
一
応
一
現
在
重
量
め
て
い
る
シ
ピ
ト
一

f
iっ

て
い
く
考
え
で
一
得
て
い
る
・

2は
寝

た

き

り

実

園

・

・

・

園

野

[

:

ょ

ジ

同一
揖
振
興
対
策
の

Z
か
ら
も
と
需
の
一る

。

レ

一央
華
同
腹
患
者
選
書

;
四
十
五
年
に
策
定
さ
れ
た
一
た
な
上
げ
さ
れ
;
し
た
と

Ei--マ
ム
事
針
と
す
る

JE--一
室

。

一

げ

刊

行

七

時

刊

誌

弓

園

・

・

・

園

周

dfLL:
兵

器

区

刊

誌

一成
k
m均
一
終
日
同
盟
し
て
い
な
い
の
で
?
と
長
認
さ

長
期
総
合
計
画
は
、
閲
君
事
量
一
で
あ
る
。
一
マ
ム
は
、
市
民
が
市
民
著
書
む
う
一
一

一圃
・
・
・
・
・
・
園
理
由

?

に

這
一

一

一

れ
、
吉
ら
に
南
部
違
憲
向
と
し
て

一

一

一

一芸
、
医
師
会
及
び
盟
関
の
協
力
一圃
・
・
・
・
・
圃
阻
圃
聞
剛
』
、

.
J
F
V
敏
一
政
サ
イ
ド
で
促
進
す
る
曙
え
で
あ
る
。

一に
空
る
ベ
吉
と
思
う
が
ど
う
か
。

一

号

室

一

一

AU
U
U
引
1

1

1

1

1

一日

終

U
j
i
-
-園
開

恒

一一言

一一
山

一

昇

仙

峡

滝

上

の

一

h
的
刊
誌
れ
わ
れ
れ
一話

器

語

訳
出
一
盟
国
へ
の
提
言
・
経
費
の
節
約
市
民
の
耐
乏
で
対
処
一
自
主
M

れ
園
園
開
一
会

ア

詩
吟
戸
時
首
長
岩
耕
一
組
問

立

即

時

号

刊

誌

べ

一

母

子

関

亮

を

ど

の

よ

一

料

開

設

駐

日

一場

裂

が

日

立

圃
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一
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一時

畳
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日
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仲
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刊
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副
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野

山

一
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町

刊

誌
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十
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ぷ

工
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計

十

し

て

財

政
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時

許

認

と

れ

ド

ロ

一

許

諾

均

九

時

計

-

-

-

園

開

鎚

て

設

調

室

一変
革
に
伴
い
戸
川
レ
ク
?
と
襲
撃
ど
う
す
る
か
各
企
業
量
一号

官

邸

-

諮

問

れ

る
ま
で
の
霊
害
し
て
、
昭
和
田
一
曹
の
節
約
、
同
喜
耐
乏
の
三
点
一
種
に
突
き
当
主
主
旨
治
一
に
お

Z
努
力
、
第
一
一
雇
に
蓄
し
一
る
が
え
市
に
お
け
る
裂
を
一
室
れ
目
・
・
圃
・
一

ぷ

.
473が

増
加
す
言
の
と
建
一造
、
震
及
び
経
営
悪
の
香
運
一蓄
を
十
分
配
慮
し
な
が
ら
一
定
の
め

十
九
年
度
を
初
年
度
と
す
る
五
カ
年

Li
t
zが

消
富
一体
だ
け
員
任
で
は
な
く
、
国
の
行
財
一い
乙
皇
、

F
E
ELたい。

一

・

E--
L
h九

一されるので、

2
2事
の
一山

市

創

刊

誌

翠

ど

主

管

し

て

、
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点
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-
-
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昭
和
五
士
一
年
度
各
会
計
予
算
事
(
十
二
件
)
を
付
慨
さ
れ
た
ま
霧
一
し
か
し
、
公
共
用
地
を
長
期
間
放
置
玄
が
、
益
要
員
企
で
も
指
摘
さ
れ
た
一
の
用
地
と
し
て
充
当
す
る
帯
え
だ
が
、

1
!
!l
El
m-目

!
!
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!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
l
e
l
d
-
-"!
」
『

別
委
員
会
は
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
問
、
八
日
聞
に
わ
た
っ
一
し
て
お
く
乙
と
は
、
好
ま
し
く
な
い
の
一
事
項
で
も
あ
り
、
お
お
む
ね
正
確
で
は
一下
水
道
官
宗
と
の
関
連
も
あ
る
の
で
、
一

mω
口

竹

日

お

引

幻

必

ωω

pη
∞

∞

∞

一

一

-

一

=

n

U

F

O

A

‘

p
a
n
tu
必

守

ワ

t
Q
ν
n
υ
4
a

。，U
1
4

A
U
R
υ
n
υ
p
o
'

て
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
一
般
会
計
事
に
つ
い
て
は
、
宮
富
並
一
で
、
今
後
は
、
主
都
民
、
使
用
目
的
一
な
い
か
と
忌
ぅ
。
今
後
の
公
益
1
1
守
能
な
限
り
の
努
力
主
ぃ
、
早
期
に
干
川
町
机

弘

明

ι
&
乙

&ι
仏

ι
ぉ

ιι
乙

L

一

ぴ
に
特
別
霊
棋
の
改
定
に
関
し
、
言
か
是
正
案
が
提
出
さ
れ
、
採
一
を
明
確
に
し
て
い
く
事
で
あ
り
、
ま
一
つ
い
て
は
、
霊
者
で
あ
る
市
と
公
社
一適
切
な
還
を
し
た
い
。
独
自
重
2

2

1

畑

お

剖

叩

2

n

3
げ

は

一

宮
結
果
、
富
正
案
は
否
訣
し
、
原
案
を
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
し
一
た
霊
の
量
し
が
完
全
に
つ
い
た
時
一
と
の
震
の
監
査
り
品
緊
警
密
雲
な

ま
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純
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程
吋

M
A
M
Aれ
ど

制

服

時

一

司

酷

し

ま

し

た

・

一

土
地

開
発
公
社
一
す
き
と
に
よ
っ
て
従
来
の
よ
う
な
問
一
取
得
に
つ
い
て
は
、
今
回

の

離

を

生

=

位

奔

策

〉

の

園

川

U
一地
で
あ
る
が
決

5
2
2一
運

営

の

万

全

三

日

日

目

立

す

甘

い

材

料

諸

問

M
l
L
戸

時

尚

一

皆

同

開

町

一

一

逆
に
一
一
五
同
署
植
で
き
、
ま
だ
未
一
間
土
地
開
園
周
公
社
に
閲
し
て
行
一
間

刑
務
所
轄
転
に
伴
う
代
誌
の
軍
事
し
、
市
と
代
話
希
望
者
及
=
内
上
付
小
等
道
備

の

-

河
川

lL
f」
一

確
定
の
善
意
炉
、
現
時
点
で
把
一
草
原
ら
を
受
け
た
己
と
が
一処
分
と
そ
れ
に
よ
っ
て
季
が
生
じ
た
ひ
読
者
の
=
一者

協

醸

の

を

き

一

之

(

貸

中

備

長

整

上

助

一

I
l
i
-
-L

一盛
で
き
る
確
度
の
高
い
数
仰
を
計
上
し
一
語
報
泊
さ
れ
て
い
る
が
、
指
摘
さ
れ
一
場
合
の
置
事
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
一
い
く
・
ま
た
、
土
地
の
処
分
に
よ
り
ま
堀
業
金
う
整
(
道

向

補

一

国

に

向

け

一た
も
の
で
あ
る
・
一
た
と
お
り
な
の
か
。
芝
、
今
後
の
公
一
答
型
車
転
に
関
連
し
て
取
得
一
じ
た
李
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
刑
務
苧
腕
眠
紅
帥
間
岬
蹴
闘
訓
ー

は

融

制

係

一

地

方

財

政

制

度

の

改

善

を

一

町

は

れ
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一
d
営
れ
山
町
村

M
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一

言

一

時
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わ
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れ

乃

一

間

諸

説

M
r
u
q
u
一

蜘

鴎

酷

酪

〉

紺

畑

出

掛

酬

4Z
吋

鞠

一

る
叶
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刊
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官

詰

器

諮

問

地

車

一

答
全
国
各
都
市
が
共
通
し
て
厳
し
一る
が
、
そ
の
震
と
抽
方
交
付
税
の
U
一周
菌
、
処
分
高
高
定
さ
れ
て
い
一望
ま
、
幸
町
匡
標
高
草
ま
あ
「
と
D
畦
え
円
吉
こ
臨
づ
く
開
発
計
回
一
下
検
討
中
で
あ
る
。
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事
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い
財
政
き
し
て
い
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が
、
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れ
は
す
し
は
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Ze
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い
青
沼
の
甲
府
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i
d
r
i
l
l-
-
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1
1
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賞

け
同
日
目
立
町
長
田
川
一
答
市
在
、
五
十
一
年
度
当
初
対
一
品
目
白
川

γて
そ
;
一

破

h
l
機

建

設

一

ド
お
ぶ
れ
同
九
日
目
的
町
一

:

竺

川

山

川

川

船

山

印

刷

澗

細

川

以
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一

方
財
政
に
対
す
る

ZEE-」一
比
で
は
、
一
七
回
話
伸
び
だ
が
、
一
答

E
れ
ら
の
土
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に
ついては、

一

L要

望

誠

意

を
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っ

て

対

処

一
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喜

本
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で

主

す

よ

5
1
3日

白

間

抑

制

お

l
f
-

当
っ
て
大
著
と
自
治
省
の
対
処
の
む
量
産
で
は
三
・去

の

伸

び

軍

一

刑

朝

財

産

主
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年

度

に
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成
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め
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h
L

つ

の

関

-

方
に
相
違
が
あ
り
、
富
市
長
会
で
も
一で
あ
っ
て
、
型
車
計
図
書
え
方
一
る
主
で
あ
り
、
宗
そ
の
跡
地
刷
用
一
問
露
建
設
に
管
理
要
望
一
元
=一
町
か
宣
さ
れ
た
霊
に
は
笠
宮
室
量
喜
朗
解
と
闘
力
喜
一

芸

屯

j

s
備

)

帥

め

と

皇
省
の
考
え
方
を
支
持
し
て
き
た
・

一も
撃
に
し
た
数
値
で
あ
る
。
特
に
主
計
画
喜
め
て
長
期
総
合
計
園
高
定
τ苫
に
対
し
て
、
市
長
は
具
諸
に
ど
一
を
も
っ
て
応
え
て
い
く
翼
手
、
企
急
事
が
あ
る
・
し
か
し
過
去
に
も
迷
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蜘
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で
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華
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比
で
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量
的
に
考
え
て
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・
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探
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い
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襲
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な
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で
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あ
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れ
て
い
る
の
で
時
限
的
な
も
の
で
あ
一
安
良
か
ら
昨
年
に
比
べ
て
一
千
円
ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
小
泣
弘
山
嗣嗣を制一叱札
し、司平そfて
一
れ
一
る
と
乙
ろ
で
は
、
独
(
臼H
の
指
押
思
恕
町嗣附に
一が
協
議
〈
会A
に出防+す唄
1る-る也貯の才王U粒
杭
に
つ
三
一九

zi‘

る
柔
が
、
市

E長の
ス
柔
ポ
l
ツ
振
興
の
袋
全
与一7プで
玉
あ
る
柔
が
、
炭
状
苦
の
柏
語
価
高
車
雌
高

τよ宅つて詰澗裂際雲を詰同思-る申
z乙
Eとと
fし

Hι一rよつて
五
指
霊
唱
立
を
し
主
て
も
主Y足什主走えな

Rい。
一「い
て

Eは、
m露陪
化

rし
て
ご
い
く
品
肝
符
算
井
乙

川

朝

鮮

の

自

主

的

平

和

統

一

の

参
議
極
的
に
市
民
に
浸
透
さ
せ
て
い
一
揖
す
る
と
低
額
す
ぎ
る
と
質
し
た
の
一
人
規
航
中
規
恨
の
小
売
山
仰
の
川
叫
に
一
し
か
し
、
乙
の
附
図
に
つ
い
て
は
な
お
一
あ
り
ま
し
た
。

一

一

促

進

に

関

す

る

意

見

書

く
F必
に
は
、
付
金
体
育
施
設
と
し
て
一
に
対
し
、
担
当
の
福
祉
部
は
月
制
一
三
よ
っ
て
出
軒
串
4

受
け
る
成
町
小
必
刊
に
一
眼
と
陥
治
し
、
災
施
段
階
ま
で
に
一
定
一

zq'む
H

比
と
し
て
は
、
折
押
裂
制
に

一山

我
が
同
と
文
化
的
、
陛
史
的
に
関
述
が
開
く
、
肢
も
近
い
隣
国
で
川

の
使
用
が
適
当
と
唱
え
、
条
例
制
定
に
一
円
支
給
を
田
原
に
努
力
し
て
い
る
が
、

一対
し
て
は
、
担
興
対
策
資
金
融
資
告
例
一
の
杭
冶
を
出
し
て
い
く
。
ま
た
市
と
間
一
よ
っ
て
新
た
に
山
町
す
る
4
は
、
日
出

一川

あ
る
朝
鮮
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
事
和
が
回
復
し
た
今
も
、
位
黙
と
し
て
川

踏
み
切
っ
た
、
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
一財
政
艇
の
お
り
で
も
あ
り
、
五
十
二
年
一を
制
に
し
て
そ
の
対
抗
に
あ
た
る

ιと
一
工
会
時
町
の
叩
保
に
つ
い
て
も
、
市
は
一の
花
掛
付
け
が
さ
れ
る
が
、

ζ
れ
-
り
を

一川

市
北
の
対
立
状
態
が
、
続
い
て
い
る
。

た

。

一

度

実

施

は

不

司

能

に

な

っ

た

。

し

か

し

一に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
一
商
業
前
動
に
山
信
介
入
し
担
い
ζ
と
を
一
守
ら
な
い
で
R
Mで
山
刊
し
よ
う
と
す

一

川

こ

の
こ
と
は
削
酎
民
族
の
み
で
な
く
、

日
本
と
7
・
シ
ァ
、
ひ

…

己
れ
に
対
し
、
密
口
金
は
小
学
校
新
一中
期
計
四
の
中
に
は
す
で
に
折
り
込
み
一安
口
会
の
慌
白
内
押
は
次
の
と
お
り
で
一問
、
則
と
し
て
い
る
の
で
、
新
た
な
川
広
一る
業
布
に
対
し
て
は
、
娘
刈
な
h
政
附

一川
-
J
r
h
J

刊
に

い
て
は
刊
界
む
平
和
と
安
企
に
と
っ
て
も
減
に
郡
大
な
こ
と
川

設
時
ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
広
旧
制
と
し
て
一
済
み
で
あ
る
の
で
、
近
い
将
来
に
は
月
一す
。
指
押
裂
岡
山
間
眠
に
つ
い
て
は
、
一
等
に
伴
う
活
問
問
は
、
商
工
会
議
所
の
一押
を
す
る
よ
う
裂
」
い
た
し
ま
し
た
。
一
山
川
j
諸
一

司
で
あ
る
a

‘

使
用
で
き
る
よ
う
な
用
地
を
確
保
す
る
十額
一
千
円
霊
給
し
た
い
旨
の
答
弁
さ
経
済
部
の
種
改
革
の
問
題

一時
運
(
商
業
制
芸
談
会
)
の
中
で
一
次
に
、
警
条
例
最
高
引
け
で
は

一
…
“
二
-

よ
っ
て
政
官
、
朝
鮮
民
肢
の
臼
主
的
統
一
巷
内
容
と
ご

が
、
既
設
の
小
型
ポ
l
ツ
セ
ン
タ
ー
一あ

り

ま

し

た

。

=

一

県

、

市

の

指

導

要

嗣

の

閃

時

一解
決
高
っ
て
い
く
。
ま
た
、
乙
の
メ
一手
、
話
に
、
壁
面
制
定
に
あ

一…

一，ぽ
軍
ハ

る
一
九
じ
五
年
十
一
月
十
八
日
の
国
襲
警
警
に
沿
…

】
あ
る
の
で
、
今
後
争
定
口
の
維
持
告
は
一等
の
畳
間
充
宍
を
図
る
よ
う
に
し
、

市
一
甲
府
市
保
育
所
集
例
の

一
部
を
一
=
一
市
と
商
工
会
品
耐
と
の
関
係

一ン
パ
ー
の
中
に
市
の
股
口
も
ち
与
と
し
一た
っ
て
の
金
融
崎
川
町
と
の
貸
付
ナ
ニ

コ

J
R
.・
い
、
特
段
の
野
力
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

商

業

高

校

第

二

グ

ラ

ウ

ン

ド

一

一

一

一

一

一

一

泊

患

一か
り

迫

害

し

て

い

く

思

議

主
一民
の
ス
ポ
ー
ツ
禁
壊
し
な
い
よ
う
一
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
盲
導
器
富
長
凶
器
告
の
一
て
話
し
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
の
問
一
封
す
る
貯
金
ま
ひ
型
小
委
主

'fhwi
山
、
地
方
自
治
法
九
十
九
長
第
三
君
主
に
よ
り
意
州

市

民

の

ス

ポ

ー

ツ

広

場

に

開

放

一り
ま
し
た
。

一
な
範
幸
ず
べ
き
だ
と
し
、

当
局
も
一は
、
需
産
で
一
緊
密
所
の
定
一
項
の
品
的
自
に
つ
い
て

一里
山
ち
に
て
ノ
チ
出
ま
よ
う
な
一
の
判
事
に
つ
い
て
目
し
た
と
三
、

一…

J'd
男
富
山
す
る
。

一

一
甲
府
市
膏
葉
ス
ポ
ー
ツ
広
場
一
モ
の
旨
強
く
確
約
い
た
し
ま
し
た
。

一白
を
増
加
し
て
も
、
な
お
保
育
に
欠
げ
一五
指
導
要
硝
迎
柏
協
議
会
安
口
の
楠
一
ン
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

一企
血
慣
関
側
と
の
折
酢
は
、
今
月
三
十

一叩

間
和
五
十
二
年
三
月

甲
府
市
職
員
定
数
条
例
の
一
一
甲
府
市
消
防
一
回
聞
の
定
員
、
一
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
葉
区

甲
府
市
国
民
健
康
保
障
議
例
一
る
乳
幼
児
が
相
当
数
あ
る
の
で
、
今
後
一
慰

問

題

一

次

に

、

護

請

』

O
の
協
利
一八
日
頃
ま
で
に
詰
定
す
主
で
と

山

附

府

市

盟
会

留
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
一
任
免
、
給
与
鼠
務
等
に
関

i

l

-

-

一

一

}

一

一

一山

内
閣
総
政
大
臣
、
外
郡
大
臣
、
自
治
大
臣
あ
て
。

一

一

・

0

--

一
時
過
川
の
中
の
「
協
線
経
過
内
容
」
の
一
る
が
、
従
来
の
貸
付
制
度
と
回
目
な
り
、

一

い
て
は
、
保
育
所
程
窓
口
の
留
一
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条一

L
、
列
島
↑
5
4
3
t
R
内

』

一

一

一

一

一

ヲ

t

一拠
出
に
つ
い
て
の
設
い
に
つ
い
て
は
、一

一
定
の
棺
小
山
岳
受
け
た
小
花
業
名
に
貸

一

一

撤

回

さ

れ

た

も

の

と
石
田
小
の
新
設
宮
に
伴
う
施
設
宮
一
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
乙
の
栴
町
一

-
d
z
'
Z
E
2

4
3
4
J

回

一

一

一

・

1

・

一

の
定
数
増
で
号
、

5
2、
一

に

開

通

し

て

、

現

任

諸

国

で

使

用

一

一

管

理

す

る

京

地

既

関

係

2
5う

と
と
に
な
る
。
従
っ
て
亘

書

槙

一

O
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
反
対
(
マ
ン

警

に

盟

し

て

ま

す

現

住

当

よ

し

て

す

い

を

き

る

よ

新

規

融

資

制

度

ス

タ

ー

ト

一

日

付

γ
川

町

片

山

口

駐

日

心

持

続

れ

わ

い

尚

一

一

司

軍

一

下

院

内

古

田

代

表

川

と
組
合
で
折
衝
中
の
器
製
自
の
一

j
F
j
z
iを
止
め
る
の
が
フ
一

司

一

一

一

察

さ

れ

た

も

の

一
O
マ
ン
シ
ョ
ン
建
築
君

(マ

語
語
、
普
住
民
%
施
し
た
将
一
状
で
あ
る
の
で

( 4 ) 

品
開
例
特
別
委
員
会
は
、
指
例
案
市
平
五
件
を
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
の
附
三
日
に
わ
た
り
隅
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
川
点
、
い
ず
れ
も
全
凸
国
民

団
隅
な
く
当
時
田
提
を
可
決
致
し
ま
し
「
ョ
主
な
条
例
の
審
査
経
過
は
、
次

の
泊
り
で
す
。
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